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（１）教育行政にかかる課題について 

 

主な課題 内     容 

総合的な子ども支援対策の 

構築について 

○スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の町単配置 

経済的な困窮家庭の増加・特別な支援を要する子どもの

増加（欠損家庭―約30％・就学援助の児童生徒―約10％・

虐待、貧困、ＤＶなどの増加に伴う支援） 

○特別支援教育コーディネーター（アドバイザー）の新設 

 特別支援教育の推進のため、園や学校での事業運営、関

係機関との連絡調整、保護者からの相談窓口、個別支援計

画の作成やスクリーニングなどの役割を担う専門員の新設 

○学習支援員の充実 

学力向上への有効な施策として配置してきたが、雇用形

態の変更に伴い、優秀な人材の確保ができるか心配される

ことから、そのあり方について検討が必要 

事務機構改革について 

○子育て応援係の教育課への統合 

「子育て応援係」の教育課への移行については、そのメ

リットとデメリットが混在しており、整理が必要 

少子化に伴う学校施設の適正

規模と適正配置について 

○住民と共に検討する場となる組織づくりの立ち上げ 

今後の学級数や児童生徒数の推移を分析しながら、小中

学校の適正規模・配置の基本方針について検討が必要 

・中学校のあり方について（小規模校への対応） 

・小学校のあり方について（老朽化への対応） 

社会教育施設の充実について 

○図書館の整備 

耐震診断結果を受けて、整備方針の検討が必要 

社会体育施設の充実について 

○武道館の改修 

○体操センターの改修 

 老朽化に伴い、改修が必要であることから、今後の整備

について検討が必要 

公民館の指定管理者制度への

移行について 

○余目第四公民館の指定管理者制度への移行とそのほかの

公民館の今後の方針 

 余目第四公民館については、来年度から指定管理者制度

へ移行する方向で手続きを進めているが、そのほかの公民

館については今後どうするか検討が必要 


